
○ 害獣の捕獲を正確に、迅速に、スマホに知らせてくれる低コストなLPWA無線通信システムです。
○ メカニカルなセンサーと、赤外線感知センサーのダブルチェックで空ハジキの判別ができます。
○ 赤外線感知センサーの情報は動物の生態調査やワナ位置の妥当性チェックに役立ちます。

捕獲通知『 ICTハンティング装置 』 〔エナジーワイヤレス株式会社〕

 機器の概要

◇捕獲をメールで通知
・LPWA無線通信で長距離伝送が可能
・10台以上の多段中継ができ、どんな地形からでも

通信

◇空ハジキ判別
・マグネット/赤外線のハイブリッドセンサー方式で

空ハジキを判別

 使用目的

◇捕獲通知（箱わな、くくりわな）
◇害獣の出没、行動、習性などの調査
◇ワナ設置場所妥当性チェック

 対象獣種

シカ、イノシシ、クマ、アライグマなど

エナジーワイヤレス（株）（東京）
TEL：042‐785‐5529

 ICTシステム構築を得意とし、

無線通信システムのハード、
ソフトの開発・製造を中心に
事業を展開しております。

 害獣捕獲検知・メール通報、
工場の設備稼働監視、太陽
光発電状態監視、などのシス
テムを官公庁様・地方自治体
様や、各種メーカー様にお納
めしております。

 920MHz帯LPWA特定小電力無線
 LoRaスペクトラム拡散変調方式
 カスタマーオリエンテッド無線モジュール
 パッシブ型赤外線センサー
 中継機搭載ドローン

 導入地域
・ 長野県小諸市
・ 林野庁東信森林管理署
・ 林野庁愛知森林管理事務所

 実証地域
・ 北海道岩見沢市原田様ファーミングサポート

実証試験中
・ 愛知県実証試験中
・ 長野県大岡実証試験中

 導入効果

・ わな見回り作業の軽減
・ わな設置場所妥当性のチェック

 機器費用はシステム規模によって変わります。
ご相談ください。

 センサー局の電源は乾電池（充電式可）です。
中継局はソーラーパネルで電源供給します。

 親機をWiFiやLANなどのインターネット環境に
設置すれば、センサー局や中継局を何台
使っても電話回線使用料はかかりません。

センサー局 128x105x88mm

親局 120x205x48mm

企業概要 機器情報

イニシャルコスト、ランニングコスト

導入実績

活用技術

すべての製品が鳥獣被害防止総合対策交付金の支援対象となるわけではありません。







○獣の捕獲をメールでお知らせ。
○罠の見廻りを軽減するためにランニングコストがかからない長距離無線（LPWA）を使用。
○Web上で捕獲の効率的な管理が可能。

捕獲通知『ほかパト』 〔株式会社アイエスイー〕

 機器の概要

◇捕獲をメールで通知
・LPWA（150MHz）を使用した親機を設置し、各種わな
に設置した子機から捕獲動作をメールで通信。

◇わなの位置を地図上に表示
・子機に搭載したGPSでわなの位置を測位し、クラウド
上に地図情報として表示。導入前の電波シミュレーショ
ンもヒートマップ表示できる。

 使用目的

捕獲通知（箱わな、くくりわな）

 対象獣種

イノシシ・シカ・サル
 導入効果

わな見回り作業の軽減
→人手不足や人件費削減が可能
事前に捕獲情報を把握
→止め刺し準備等、ジビエ利活用にも繋がる

 イニシャルコスト
機器の仕様や電波実測・設置施工・送料等で価格
が変動いたします。お問い合わせください。

 ランニングコスト
（親機）クラウドサーバ保守・通信費：2,000円／月額
（子機）ランニングコストはかかりません

LPWA（150MHz）

高低差のある中山間地でも安定して無
線が飛ぶ

ほかパト 親機 ほかパト 子機

企業概要 機器情報

イニシャルコスト、ランニングコスト

活用技術

 ICT・IoTによるイノシシ・シカ・サルの捕獲シ
ステムを開発、全国へ展開中。

 商品の企画・研究開発・製造から販売・
フォロー・サポートまで一貫して自社でおこ
ない、捕獲現場で起こる要望や課題を、商
品のブラッシュアップにつなげています。

株式会社アイエスイー（三重県伊勢市）
TEL：0596‐36‐3805

ほかパト
中継機

導入実績

すべての製品が鳥獣被害防止総合対策交付金の支援対象となるわけではありません。



○TRELinkは、カメラ画像や位置情報、センサー情報を結びつける鳥獣被害アラートシステムです。
○リアルタイム遠隔監視によるワナの見回り低減化と、野生動物対策に必要なデータの集約を簡単に行えます。
○通信カメラをご使用になられた際の、大量の画像の確認や整理を簡単に行うことが出来ます。

捕獲通知、生息管理『 TRELink（トレリンク） 』 〔株式会社GISupply〕

 機器の概要

◇野生動物対策に必要なデータの収集
・通信カメラの画像や動画を一覧表示

・端末の設置位置をGoogle Map上に表示

◇端末の作動（捕獲、写真撮影）に応
じアラートメールを送信
 使用目的

捕獲通知、生息調査
 対象獣種

・通信カメラ：シカ、イノシシ、クマ等
・LoRa端末：箱罠やくくり罠の対象動物
 導入効果

遠隔での画像確認、位置確認を行うこと
により、ワナの見回り低減化を実現

全国の自治体様を中心に導入頂いております。

(株) GISupply（北海道）
TEL：0166‐73‐3787

・農業、林業、漁業などに
おける課題を、IoT機器と

ソフトウェアの最大調和で
解決することを目標とした
会社です。

イニシャルコスト ランニングコスト

通信カメラ等のデバイス ・SIMカード※（数百円/月）
・契約プラン（以下の表）

※SIMカードが必要な場合はご契約頂きます

・赤外線センサー
・3G/4G/LoRa/SMS
・GPS

企業概要 機器情報 イニシャルコスト、ランニングコスト

導入実績

活用技術

すべての製品が鳥獣被害防止総合対策交付金の支援対象となるわけではありません。



○LPWA通信（少電力での通信技術）を利用しての罠捕獲通報システム。
○罠捕獲状況をスマートフォンやパソコンにメール配信。自宅や外出先でもチェック可能。
〇送信機・受信機・センサーの組合せで1セット最大４０ヵ所の監視が出来ます。

捕獲通知 『 楽してみまわり隊 』 〔株式会社シムックス〕

 機器の概要

◇捕獲をメールで通知
罠捕獲の状況を直接見回る事なく
ネット配信で確認できるシステム。

 使用目的

シカ・イノシシの捕獲通知
（箱わな、くくりわな）

 対象獣種

シカ・イノシシ

 イニシャルコスト
○機器代（主装置） 350,000円（税別）
※発信機（送信機）22,000円/1機・中継機90,000円/1機
※初回１年間の通信料込

 ランニングコスト
○通信費 16,500円（年額）
※2年目以降通信費

◇株式会社シムックス
群馬県太田市

植木野町300‐1
◇創立：昭和50年8月22日
◇資本金：1億円
◇売上高：9,328百万円

（令和元年6月末）
◇従業員数：3,125名
◇代表取締役：深澤利弘

◇当社が警備業で培ったノ
ウハウを活かし、わな管理
システムのサービス提供を
開始

企業概要 機器情報

イニシャルコスト、ランニングコスト

導入実績

活用技術

 利用者の声
・「以前は、毎日広範囲に渡る数十か所の罠を見回
る手間があったが、システムを導入する事により、通
報された箇所だけを確認するだけで済むようになり
楽になった。」等の評価を頂いております。

→作業に携わる方々の負担を軽減し、時間短縮と人

件費の削減に大きく貢献出来るシステムであると自
負しております。

 販売実績
・群馬県内某市×システム1セット（罠30個）
・栃木県内某市×システム1セット（罠40個）
・各所猟友会×システム5セット（罠170個）

◇受信機から通信機の電波到達距離
は最大２km（環境により異なります）

◇複数のアドレスにメール送信可能

◇最大４０個のわなを１つのシステムで
管理

すべての製品が鳥獣被害防止総合対策交付金の支援対象となるわけではありません。



問い合わせ先

機器情報

イニシャルコスト、ランニングコスト

導入実績

すべての製品が鳥獣被害防止総合対策交付金の支援対象となるわけではありません。

活用技術

令和６年５月作成

捕獲通知『わなベル』 〔株式会社ジョイ・ワールド・パシフィック〕

○わなの捕獲状況をメールとWebアプリで検知(LPWA通信を利用した捕獲検知情報通信）
〇LTE-M/SIGFOX/独自LoRaWANの電波エリアで利用可、設置場所にあわせて選択可能
〇専用Webアプリを用い、設置した罠をマップ上で管理、 自治体を中心にした実施隊で共有利用が可能

 機器の概要
◇捕獲情報をWebアプリやメールでお知らせ
・機器は既存の罠に設置可能
・どこにいても、複数の捕獲罠を設置した際でも、
いつ・どの罠が捕獲したのかをリアルタイムに確認可能

 使用目的
捕獲通知

 対象鳥獣
箱わな、ドラム缶式罠、くくりわなで捕獲できる
獣全般 （クマ、イノシシ、シカ、ハクビシンなど）

 イニシャルコスト
SIGFOX版 / LTE-M版 ： 69,400円（税抜）
LoRaWAN版 ： 75,000円 （税抜）

 ランニングコスト
4,800円/年（SIGFOX/LTE‐M)

* LoRaWAN はG/W用SIM 1,200円/月（税抜）が必要

 導入市町村
・青森県、青森県平川市、青森県弘前市など
秋田県八峰町様 ： 2023年 わなベル8台稼働

箱わな 、対象鳥獣：ツキノワグマ
「わなベル」を用いて78頭捕獲

● 見回りが楽になりエサ交換のみで良い
【令和6年度導入】 わなベル 6台を追加導入
【以下導入都道府県のみ記載】

・北海道、宮城県、福島県、埼玉県、千葉県、
長野県、大阪府、兵庫県、岡山県、愛媛県など

株式会社ジョイ・ワールド・パシフィック
〒036-0162 青森県平川市館山前田85-2
電話：0172-44-8133 担当：佐藤、佐々木
メール： info@j-world.co.jp

 LPWA ： SIGFOX ,  LTE‐M ,  LoRaWANの択一選択が可能
 センサ：マグネットセンサー
 メール発報：複数のメールアドレスに送信可能 、 実施隊の出動連絡を省略
 LoRaWANは１つのG/Wに500台位のデバイス、他センサを接続可能

 特長
・３種類のLPWA方式を選択
可能

・単４乾電池２本で１シーズン
程度稼働可能

・ LoRaWAN は、3G/LTE不感
エリア地帯でも運用可能

＊半径１km程度の電波到達が
可能、地形等の条件により
変わります。



1 4.5 /
2 3,800 /

052-802-2210 03-5434-8456
06-6233-2319



○ ＩｏＴ専用無線プロトコル”LTE、Cat.M１/ＮＢ-ＩｏＴ”を活用した有害鳥獣捕獲センサー(NTTドコモ、KDDI、Softbank通信網より選択) 。
○ 野生鳥獣が捕獲されるとセンサーが作動し、捕獲情報をメールで通知。
○ 有害鳥獣捕獲センサーの設置情報等が鳥獣対策ダッシュボードシステムの地図上に表示。クラウド上にデータが蓄積されるため、 対策

検討に活用可能。

捕獲通知『有害鳥獣捕獲センサー 型番; DSP102B0NB01』 〔株式会社電信〕

 京都府南丹市・農山村振興課
センサー6台、鳥獣対策ダッシュボードシステム
＜効果＞
・主にクマ対策の箱わなにセンサーを設置
・わなの設置場所が確認可能となり、センサーが作動した場合、複数
名に通知され、事前準備をしてから現場に行くことが可能
・見廻り点検の負担軽減・車両燃料費削減、データの蓄積によりクマ
対策の検討に活用

 兵庫県淡路市・農林水産課
センサー50台、鳥獣対策ダッシュボードシステム
＜効果＞
・見廻り点検の負荷軽減・車両燃料費削減
・データの蓄積により害獣対策の検討に活用

 福岡県久留米市・農村森林整備課
センサー18台、鳥獣対策ダッシュボードシステム
＜効果＞
・主にイノシシ対策の箱わなにセンサーを設置
・見廻り点検の負担軽減

・(株)電信
・本社所在地；徳島県徳島市
川内町平石若宮121‐1
・TEL；088‐665‐6366
・資本金；2,000万円
・従業員数；45名
・広島、大阪に拠点を置く

・携帯電話無線中継所の設
計・施工・保守を主業としてお
り、施工で培った技術・品質
をベースにセンサー販売する
だけでなく、設計、製造、販
売、設置、施工、保守サポー
トを一貫して受託。IoTソ
リューションを利活用し地域
課題解決に取り組む。

 準天頂衛星「みちびき」を利用

→位置情報を高精度に測位し、有害鳥獣捕獲センサーの

設置先情報をクラウドに送信、ダッシュボードに表示

 IoT専用無線プロトコル”LTE、Cat.M１/NB‐IoT”を採用

アルカリ電池4本で約１年間駆動。

 イニシャルコスト
有害鳥獣捕獲センサー(本体) 39,800円(税抜)

 ランニングコスト
通信費用(目安)  NTTドコモ通信網利用時 月額 300円(税抜)
鳥獣対策ダッシュボード(クラウド)利用料 月額 4,980円税抜)

 機器の概要

◇ダッシュボード上の地図情報にわなの設置情報を表示

・有害鳥獣捕獲センサーを稼働させると電波状況、位置情

報をキャッチし設置情報を送信。

◇野生鳥獣が捕獲されると登録したアドレスに送信

・ダッシュボード上には捕獲情報を表示。

◇リモートでセンサーの状態を確認可能

・定期的にセンサーの電波やバッテリー状況が送信される。

 使用目的

捕獲通知

 対象獣種

イノシシ、シカ、サル、クマ

 導入効果

・箱わな、くくりわなに設置可能

・毎日のわな見廻り点検の負担軽減

・ダッシュボードによる設置情報、捕獲情報の管理

・当社の目撃情報システムと連携し、データに基づく被害対

策が策定可能

・ID管理によるセキュリティ対策

機器情報企業概要

イニシャルコスト、ランニングコスト

導入実績

活用技術

動作の仕組み

すべての製品が鳥獣被害防止総合対策交付金の支援対象となるわけではありません。 令和６年１月作成



○ スマホ、PC等より撮影時刻を設定。設定時刻になるとくくりわな・箱わな・囲いわな等を撮影(静止画)。

○ クラウドに送信された静止画はAIが自動解析。獣種の判定結果は画像付きメールで通知。

○ 画像による獣種判断はもとより、エサの状態確認も可能となるため、見回り点検が効率化。

捕獲通知『カメラ搭載害獣捕獲監視センサー』型番;DSP102B0NB02 〔株式会社電信〕

 滋賀県大津市・農林水産課
センサー20台、AI搭載鳥獣対策ダッシュボードシステム
＜効果＞
・画像による確認が可能なため、見回り点検が効率化
・エサの状態が監視できるため、事前に補給準備が可能
・捕獲個体を画像で確認できるため、事前に捕獲従事者への止めさ
し等の具体的な連絡が可能

 兵庫県三田市・農村再生課
センサー22台、AI搭載鳥獣対策ダッシュボードシステム
＜効果＞
・画像による確認が可能なため、見回り点検が効率化
・エサの状態が監視できるため、事前に補給準備が可能
・捕獲個体を画像で確認できるため、事前に捕獲従事者への止めさ
し等の具体的な連絡が可能

 徳島県・鳥獣対策ふるさと創造課
センサー59台、AI搭載鳥獣対策ダッシュボードシステム
＜効果＞
・画像による確認が可能なため、見回り点検が効率化
・エサの状態が監視できるため、事前に補給準備が可能
・捕獲個体を画像で確認できるため、事前に捕獲従事者への止めさ
し等の具体的な連絡が可能

・(株)電信
・本社所在地；徳島県徳島市
川内町平石若宮121‐1
・TEL；088‐665‐6366
・資本金；2,000万円
・従業員数；45名
・広島、大阪に拠点を置く

・携帯電話無線中継所の設
計・施工・保守を主業としてお
り、施工で培った技術・品質
をベースにセンサー販売する
だけでなく、設計、製造、販
売、設置、施工、保守サポー
トを一貫して受託。IoTソ
リューションを利活用し地域
課題解決に取り組む。

 IoT専用無線プロトコル”LTE、Cat.M1”を活用し静止画を送信
 画像はAIによる自動解析で獣種の特定
が可能
 充電可能な電池を採用し、ダッシュボー

ドシステム上で、バッテリーの状態が
確認可能

 イニシャルコスト
有害鳥獣捕獲センサー(本体) 69,800円(税抜)

 ランニングコスト
通信費用(目安)  NTTドコモ通信網利用に限る 月額 500円(税抜)
AI搭載鳥獣対策ダッシュボード(クラウド)利用料 月額6,980円税抜)

 機器の概要

・カメラは上下左右に稼働。ダッシュボード上で撮影時刻を

設定（5回/日）すると設定した時刻に静止画を自動撮影

・静止画はクラウドに送信され、ＡＩが獣種を自動解析

・野生鳥獣が撮影された場合のみ画像付きメールを送信す

るモードと撮影時毎に画像を送信するモードの２つを準備

・静止画は、いつでもどこでも確認やダウンロードが可能

・第7195032号特許取得

 使用目的

捕獲通知、わなの稼働状況監視

 対象獣種

イノシシ、シカ、サル、クマ、その他小動物

 導入効果

・毎日のわな見廻り点検の負荷軽減と効率化

・捕獲従事者に具体的な指示が可能

・当社の目撃情報システムと連携し、データに基づく被害対

策の検討が可能

機器情報企業概要

イニシャルコスト、ランニングコスト

導入実績

活用技術

すべての製品が鳥獣被害防止総合対策交付金の支援対象となるわけではありません。 令和６年１月作成



○罠での捕獲をメールでお知らせ。
○日々の見回りサポート、捕獲情報を敏速に把握してジビエ活用、捕獲準備を整える事で捕獲個体による逆襲リスクを回避。
○親子型は子機１０基まで監視。罠の設置場所が携帯通信の圏外でも親機を通信可能場所に設置でOK。

捕獲通報装置『メールでハンターワイド』 〔（株）エフ・アンド・オー・システムズ〕

 機器の概要
◇捕獲をメール(SMS)で通知

・単独機はダイレクトに通知（罠1基に対応）
・親子型は10基（最大）の罠に対応、特定小電力
超長距離LoRa®無線で親機を中継して通知。

・アルカリ乾電池で親機は約4か月、子機は約12か月、
単独機は約10か月動作します。
(電池残量の低下もメールで送信します)

 使用目的
・有害捕獲、狩猟での各種罠の捕獲通知

 対象獣種
イノシシ、シカ

 特 徴

・親子型の通信距離が大幅に改善されました！

→障害物がなければ 数キロ
→山中でも尾根越えで1Kmは通信可能

 導入市町村
・長野県内、市町村や森林管理局
・北海道小樽市 ・京都府笠置町 ・滋賀県甲賀市
・滋賀県高島市 ・神奈川県葉山町
・三重県大台町
・徳島県立農林水産総合センター など

平成25年10月から全国に納入の実績！

※FOMA通信使用の従来機は2026年で通信終了しますが、

「メールでハンターワイド」は
・NTTドコモLTE対応の通信モジュールを搭載し、
・親子型は無線モデムも更新した新機種です

 導入効果
・事前に捕獲情報が把握できるので、止め刺しの
用意や食肉加工へのアプローチが敏速である。

◇ NTTドコモ対応の通信モジュールを
活用してSMS通信

◇ 親子型は、親機・子機の通信に
特定小電力超長距離LoRa®無線
モデムを活用、通信距離を大幅に
改善

 イニシャルコスト
単独機： ￥51,400
親子型・親機： ￥65,500 子機：￥33,500

 ランニングコスト
通信費 単独機：￥13,000/年

親子型：￥14,000/年 ※いずれの価格も税別

◇(株)エフ・アンド・
オー・システムズ（開発・製造）

長野県安曇野市
0263-72-8288
・電子応用機器設計・
開発・製造
マイコン/PCソフトウエア

◇オール電子 （販売）

長野県大町市
0261-85-0811
・電子応用機器の製造
・鳥獣被害対策のコンサル、
対策機器の販売

企業概要 機器情報

イ ニシ ャル コ ス ト 、ランニングコスト

導入実績

活用技術

囲い罠の単独機

くくり罠の親子型・子機

通知画面→
↓

すべての製品が鳥獣被害防止総合対策交付金の支援対象となるわけではありません。



導⼊実績 イニシャルコスト、ランニングコスト

○シカ、イノシシ、クマおよびアライグマ等の害獣がわなにかかったことをLPWA通信(LTE‐M)を⽤いてメールで通知します。
〇基地局を設置する必要が無く、携帯電話圏内でのわなの監視が可能です。(対応キャリア：au/ソフトバンク)
〇本体価格に通信料が含まれているため、毎月の支払いが不要です。(捕獲目安 : 約3,600頭分)

捕獲通知『 マタギっ娘 LTE-M版』 〔マクセルフロンティア株式会社〕

すべての製品が鳥獣被害防止総合対策交付金の支援対象となるわけではありません。 令和 6年 5月作成

※本体価格に500MB(捕獲頭数⽬安約3,600頭)の
通信料が含まれます。8年⽬以降の通信料については
追加で契約が必要になります。

機器情報 活⽤技術

LPWA通信(LTE-M )
機能概要
捕獲をメール通知

使⽤⽬的
捕獲通知 (くくりわな、箱わな、囲いわな）

対象獣種
シカ、イノシシ、クマ、アライグマ等

特⻑
◆毎⽉の通信費不要。

(約3,600頭捕獲分の通信費込み)
◆２つのキャリアに対応しているため通信範囲が広い。
◆ソーラーパネルやバッテリ、基地局の設置が不要。
◆外部アンテナが無いため持ち運びが楽。
◆防塵(ぼうじん)防⽔仕様。
◆専⽤Webアプリケーションで管理、設定が可能。

罠検知ボックス

※LTE Cat.M1
携帯電話通信4G(LTE)をベースに通信
速度を抑え省電⼒化を図ったIoTに適し
た通信規格。電波⼲渉が少ない特徴を
持ち、携帯電話圏内で使⽤可能。

・単三形乾電池3本で約1年稼動
・85×145×33(㎜)
・約0.32kg(乾電池含む)
・対応キャリア au / ソフトバンク

詳細仕様

お気軽にお問合せください
TEL:080-4295-9449 

※運⽤に必要なのは罠検知ボックスのみになります。

・北海道、神奈川県、千葉県．．．他

複数の⾃治体様、⺠間企業様、⼤学様にて
ご利⽤いただいております。

TEL ︓080-4295-9449 (担当 横⼭)
Mail︓ mfc_iot-support@maxell.co.jp
各種電⼦機器の受託開発および製造・保守。
⾃社製品(IoT機器、画像認識システム等)の開発
から設計・製造までを⼀貫して⾏っております。

お問い合わせ先

【マクセルフロンティア株式会社】
神奈川県横浜市保⼟ヶ⾕区神⼾町134番地

※



○シカ、イノシシ、クマおよびアライグマ等の害獣がわなにかかったことをLPWA通信(ZETA)を⽤いてメールで通知します。
〇中継器のマルチホップ機能により、電波が届かなかった⼭間部でもわなの監視が可能です。
〇中継器、罠検知ボックスともに電池駆動で持ち運びと設置が容易です。

すべての製品が鳥獣被害防止総合対策交付金の支援対象となるわけではありません。 令和 6年 5月作成

捕獲通知『 マタギっ娘 ZETA版』 〔マクセルフロンティア株式会社〕

中継器(⼤容量版)
TEL ︓080-4295-9449 (担当 横⼭)
Mail︓ mfc_iot-support@maxell.co.jp
各種電⼦機器の受託開発および製造・保守。
⾃社製品(IoT機器、画像認識システム等)の開発
から設計・製造までを⼀貫して⾏っております。

お問い合わせ先

機器情報

導⼊実績

活⽤技術

イニシャルコスト、ランニングコスト(税抜き)

LPWA(ZETA)
機器の概要
捕獲をLPWA(ZETA)を⽤いてメールで通知

使⽤⽬的
捕獲通知 (くくりわな、箱わな、囲いわな）

対象獣種
シカ、イノシシ、クマ、アライグマ等

特⻑
◆中継器の設置によって、わなの監視範囲を容易に拡⼤
◆電池駆動のため、設置・メンテナンスが容易
◆防塵(ぼうじん)防⽔仕様(産業⽤機器と同等の品質)
◆罠検知ボックス毎に複数のメールアドレスに送信可能
◆専⽤Webアプリケーションで管理、設定

罠検知ボックス

※購⼊数により変わります。お気軽にお問合せください。

・20mW以下(特定⼩電⼒無線局)のため免許・登録不要
・マルチホップメッシュネットワークで最⻑75km先まで
・中継器の設置で⾃由に⼭間部での通信が可能
・基地局1台あたり1万台接続可能 (中継器1台あたり千台)

ランニングコスト
サーバー利⽤料含

イニシャルコスト
本体代⾦

￥1,000/台￥298,200基地局

￥500/台
￥47,200中継器 標準版
￥75,200⼤容量版
￥36,200乾電池版

￥500/台￥31,200罠検知ボックス

遮蔽物があっても

中継器追加で最⻑75km

⑤④③②①

基地局 罠検知
ボックス

中継器4台

通信距離が⾜りなくても・・・

基地局

・約6カ⽉稼働
・単三形乾電池×3本
・85×145×33(㎜)
・0.32kg(乾電池含む) 

・約5年稼働
・ソーラーパネル、バッテリが不要
・リチウム電池
・135×185×85.5(㎜)
・1.6kg

・岩⼿県、東京都、和歌⼭県．．．他

複数の⾃治体様、官公庁様、⺠間企業様向
けに600台以上の販売実績がございます。

詳細仕様

【マクセルフロンティア株式会社】
神奈川県横浜市保⼟ヶ⾕区神⼾町134番地



○当機とマグネットセンサーと組み合わせ、箱わなの作動をメールやLINEでお知らせ
○安価でエリアが広域な携帯電話の電波（LTE-M）を使用
○シンプル機能の機器を部品として活用し通知装置を自作することで、初期費用・運用費用を軽減

捕獲通知『 SORACOM LTE-M Button Plus』 〔株式会社ソラコム〕

⮚ 機器の概要
◇ 捕獲をメールやLINEで通知
・当機とマグネットセンサーを組み合わせ、捕獲状況を

離れた場所から確認できるシステムを安価に作成可能
・通信機能と接点端子が備わったIoTボタン
・LTE-M通信を内蔵し、単四電池で駆動
・接点端子の閉じ方に応じたアクションを割り当て可能
・無料のデータ転送サービスを利用し、複数の宛先の

メール等への通知が可能
・参考：ドアの開閉通知装置作成手順書を公開中

https://soracom.jp/recipes_index/2966/

⮚ 使用目的
捕獲通知（箱わな）

⮚ 対象獣種
箱わなで捕獲できる獣全般（イノシシ、シカなど）

⮚ 導入市町村
・青森県、熊本県、福岡県、他多数

・九州農政局農村振興部農村環境課でも
捕獲通知機器の作成手順書を公開

https://www.maff.go.jp/kyusyu/seiryuu/cyoujyugai/wana_ts
u.html

⮚ 導入効果
・見回り作業の負担軽減
・捕獲後の迅速な対応によるジビエ活用
・通知システムの初期導入費用や維持費の削減
・単体で広いエリアで通信が可能
・複数の宛先へ通知可能で、作業効率が向上

⮚ LTE‐M （省電力、即時性、信頼性に優れた既存の4G
LTE の携帯電話通信網を利用するLTE標準規格）

⮚ 通信規格：LTE Cat.M1（LTE‐M） eSIM 内蔵

⮚ 電源：単 4 アルカリ乾電池 2 本（電池交換可能）

株式会社ソラコム（東京）

お問合せ
https://soracom.jp/contact/

IoT/M2M向けの通信プラット
フォームを提供。20,000超の

様々な業界・規模のお客さま
がサービスを利活用。IoTデ
バイスの選定支援、通信サー
ビス、アプリケーションなど
を、ワンストップで支援。

⮚ イニシャルコスト
SORACOM LTE‐M Button Plus 7,380円（税別）

https://soracom.jp/store/5207/
※組み合わせるマグネットセンサー等は別途購入

⮚ ランニングコスト
月額100円（アクティブSIM100枚まで)＋データ通信料

（目安： 1作動当たり約 0.002 円）

企業概要 機器情報

イニシャルコスト、ランニングコスト

導入実績

活用技術

サイズ：約97×33×14mm
質 量：約 50g
https://soracom.jp/store/
5207/

SORACOM LTE‐M Button Plus

設置イメージ

すべての製品が鳥獣被害防止総合対策交付金の支援対象となるわけではありません。



○罠の遠隔監視により、設置・回収の分担や必要なタイミングでの現地確認など、見回り負担を軽減！
○基地局設置工事など一切不要。初期費用3万円台から利用開始可能！
○罠の状況に加え、捕獲活動をWeb上に記録。記録データを利用しトレーサビリティの他、帳票を自動作成！

捕獲通知『スマートトラップ』                               〔株式会社huntech〕

株式会社huntech
〒153-0061
東京都目黒区中目黒3‐6‐2 ５F 
info@huntech.jp

本体価格： 33,800円/台（税抜）
※基地局等の設置工事費は不要です。
利用料： 月額980円/台（税抜）
※利用料には通信料も含まれます

問い合わせ先

機器情報

イニシャルコスト、ランニングコスト

導入実績

すべての製品が鳥獣被害防止総合対策交付金の支援対象となるわけではありません。

活用技術

令和6年8月作成

検知方式： 磁気センサー 電源： 乾電池4本（別売）
※アルカリ乾電池（単3）使用時約３ヶ月使用可能

通信方式： 4G通信 他： PC/スマホ問わず利用可、防水、

位置情報： GPS搭載 通知メール送付先の制限無し

1000台超の利用実績
※24年7月末時点、累計契約台数

【導入先】

都道府県) 兵庫県、岐阜県、群馬県等

市町村） 新潟県出雲崎町、長野県伊那市
、兵庫 県洲本市、兵庫県南あわじ市等

他） 民間事業者、NPO、個人等多数
対象獣種・捕獲方法）
獣種や罠の種類に制限なく設置可能。アプリには銃を用いた捕獲も記録可能

【目的】 捕獲作業の省力化、捕獲実績管理・事務作業の効率化

作動検知・通知の仕組 罠の状況監視画面

ハコわな取付例

捕獲活動実績記録画面 帳票作成・トレーサビリティ連携
※本機能はオプションとなります

くくりわな取付例

mailto:info@huntech.jp
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